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我
が
律
令
時
代
の
里
と
郷
と
に
つ
い
て

曾
　
我
　
部
　
静
　
雄

【
馬
溜
冒
　
凋
落
に
札
幌
を
な
す
郷
学
膀
は
、
中
圃
で
は
附
唐
で
も
行
わ
れ
、
我
が
關
に
も
翰
入
さ
れ
て
賓
施
さ
れ
た
。
そ
の
賓
施
年
代
に
つ
い
て
は

從
來
の
通
説
で
は
大
化
ご
年
（
断
紀
六
四
六
年
）
の
大
化
改
新
の
際
に
五
十
戸
一
星
な
る
毘
制
が
先
ず
行
わ
れ
、
後
の
直
濡
二
年
（
七
一
六
年
目
に

毘
が
郷
に
改
っ
て
五
十
戸
一
篇
な
る
郷
制
が
施
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
播
購
風
土
記
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
大
化
二

年
目
り
薗
の
欝
明
天
皇
二
年
（
六
三
〇
年
頃
）
に
、
甑
に
琶
十
戸
一
二
な
る
鯉
制
が
賢
施
さ
れ
て
屠
り
、
こ
れ
を
大
化
の
時
に
娠
十
戸
一
果
制
に
改

め
た
も
の
で
あ
り
、
又
穴
馬
も
績
臼
本
紀
に
よ
る
と
璽
亀
よ
り
前
の
和
銅
の
時
に
既
に
賢
施
し
て
い
る
所
が
あ
っ
て
、
冊
躍
亀
の
時
に
は
坦
に
そ
の
實

施
を
徹
底
化
し
た
も
の
で
あ
る
を
知
り
辮
る
の
で
あ
る
。
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酬、

b
ﾜ
で
の
玉
絹
郷
里
制
の
大
要

　
中
葉
に
於
い
て
行
政
顧
劃
と
し
て
里
及
び
郷
が
現
わ
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
文
献
は
、
．
嗣
禮
で
あ
っ
て
、
、
そ
の
地
官
司
徒
篇
に
、
王
城

よ
り
外
百
里
ま
で
の
闇
を
郊
と
早
い
、
こ
の
郊
は
六
つ
の
郷
に
分

れ
、
各
郷
は
五
家
を
比
と
な
し
、
五
比
を
間
と
な
し
、
四
閥
を
族
と

な
し
、
五
族
を
黛
と
な
し
、
五
常
…
を
州
と
な
し
、
五
州
を
以
て
郷
と

な
す
の
で
あ
っ
て
、
一
着
は
一
万
二
千
五
百
家
か
ら
成
り
立
つ
制
度

で
あ
っ
た
。
叉
郷
よ
り
の
外
を
野
と
言
い
、
そ
の
中
で
百
一
里
よ
り

二
百
里
ま
で
の
問
は
六
遽
に
分
れ
、
各
遽
で
は
五
家
を
隣
と
な
し
、

五
隣
を
里
と
な
し
、
四
里
を
鄭
と
な
し
、
五
鄭
を
鄙
と
な
し
、
五
鄙

を
縣
と
な
し
、
五
縣
を
遽
と
な
す
の
で
あ
っ
て
、
　
一
途
も
一
万
二
千

五
百
象
か
ら
成
り
、
そ
の
申
に
含
ま
れ
て
い
る
里
は
二
十
五
家
か
ら



威
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
政
組
織
は
ど
こ
ま
で
愚
行
さ
れ

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
里
及
び
郷
の
行
政
賑
劃
名
は
、
後
世
永
く

中
國
の
地
方
行
政
組
織
中
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
ち
秦

及
び
晶
罰
漢
の
制
度
で
は
、
　
郡
の
下
に
縣
が
あ
り
・
、
そ
の
縣
の
下
に

，
郷
、
亭
、
．
里
が
設
け
ら
れ
、
旧
例
は
十
里
が
一
亭
、
十
亭
が
一
郷
と

な
る
が
、
之
の
時
代
の
郷
や
里
は
戸
数
に
よ
っ
て
定
あ
ら
れ
・
ず
に
、

面
積
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
畿
う
で
あ
る
。
し
か
し
次
の
後
漢
に
な

る
と
、
五
家
を
伍
と
な
し
、
　
十
家
を
什
と
な
し
、
　
百
家
を
一
里
と

し
、
十
里
を
以
て
一
郷
と
な
す
戸
数
に
よ
る
郷
里
制
が
叉
制
定
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
晋
に
な
っ
て
、
大
筆
コ
郷
五
再
家
、
　
一
里
百
家
の
制

度
が
禺
來
、
階
に
至
っ
て
こ
れ
が
確
立
を
見
、
唐
は
こ
れ
を
承
け
て

そ
の
戸
分
に
、
　
「
百
家
を
里
と
な
し
、
五
里
を
郷
と
な
す
」
と
規
定

し
た
の
で
あ
っ
た
。
難
誌
交
化
に
粥
載
し
た
拙
稿
「
令
制
よ
り
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

る
日
華
村
落
の
成
立
過
程
」
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
後

漢
か
ら
麿
ま
で
は
、
大
膿
に
於
い
て
郡
。
縣
。
郷
・
里
の
順
序
で
地

方
は
颪
分
さ
れ
、
仁
井
田
陞
博
士
著
「
庸
宋
法
律
交
書
の
研
究
」
第

十
五
章
戸
籍
の
篇
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
西
涼
気
初
十
二
年
（
西
紀
四

一
六
年
、
短
編
安
帝
義
煕
十
二
年
）
の
激
昂
地
方
の
戸
籍
に
は
撤
燈

　
　
　
　
　
　
我
が
篠
令
時
代
の
蹴
と
郷
と
に
つ
い
て
（
曾
我
翻
）

郡
青
燈
縣
西
｛
石
郷
高
捲
毘
と
記
さ
れ
て
層
…
り
、
叉
唐
の
天
下
一
六
年
・
（

西
紀
七
四
七
年
）
．
の
戸
籍
に
も
緻
…
焼
野
緻
…
煙
縣
龍
勒
影
青
郷
里
と
記

さ
れ
て
い
る
。
郷
の
上
に
あ
る
縣
の
大
き
さ
は
、
唐
の
南
分
に
、

　
　
戸
五
千
已
上
を
上
縣
と
な
し
、
二
千
己
上
を
申
縣
と
な
し
、
一

　
　
千
已
上
を
下
縣
と
な
す
。
、

　
と
あ
9
、
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
五
十
里
以
上
が
上
扇
、
二
十
里

か
ち
四
十
九
里
ま
で
が
中
縣
、
十
里
以
上
十
九
里
ま
で
が
下
面
と
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
揚
合
で
も
一
縣
の
大
き
さ
は
十
里
一
千

戸
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
更
に
郡
（
州
）
が
澄
か
れ
、
そ

の
郡
も
唐
今
に
四
万
戸
白
土
が
上
郡
（
上
州
）
、
．
善
二
万
戸
以
上
が
中

郡
（
中
州
）
、
　
三
万
戸
以
下
が
下
郡
（
下
州
）
と
三
等
級
に
分
れ
て

い
た
。

二
、
我
が
律
令
時
代
の
里
制

　
中
國
の
郷
里
制
は
、
我
が
國
に
も
楡
入
さ
れ
、
制
度
と
し
て
定
め

た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
丈
献
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
大
化
の
新
制
か

ら
で
あ
る
。
臥
本
書
紀
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
（
西
紀
六
四
六
年
、
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三

〈542）



　
　
　
　
　
　
我
が
律
侮
時
代
の
羅
と
郷
と
に
つ
い
て
（
曾
我
都
〉

・
太
宗
貞
親
二
十
年
）
正
月
の
條
に
あ
る
改
新
の
詔
の
第
三
に
は
、

　
　
凡
て
五
十
戸
を
里
と
な
し
、
里
ご
と
に
長
一
入
を
置
き
、
戸
ロ

　
　
を
按
検
し
、
農
桑
を
課
早
し
、
非
違
を
禁
察
し
、
賦
役
を
催
鵬

　
　
す
る
を
掌
ら
し
む
。

と
言
い
、
叉
第
二
に
は
、
・

　
　
凡
て
郡
は
四
十
里
を
以
て
大
概
と
な
し
、
三
十
里
以
下
四
里
以

　
　
上
を
巾
那
と
な
し
、
三
里
を
小
郡
と
な
す
。

と
雷
っ
て
い
る
。
か
く
て
大
化
の
制
度
で
は
國
の
下
に
郡
が
あ
り
、

そ
の
下
に
直
ち
に
里
が
醒
か
れ
て
郷
が
除
か
れ
て
い
た
。
叉
里
の
戸

数
も
五
十
戸
を
以
て
一
里
と
な
す
の
で
あ
り
、
郡
の
大
き
さ
も
三
十

一
里
千
五
百
五
十
戸
以
上
、
四
十
里
二
千
戸
ま
で
が
大
郡
、
四
里
二

百
戸
以
上
、
三
十
里
千
五
百
戸
ま
で
が
申
郡
、
三
里
百
五
十
戸
が
小

郡
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
我
が
國
の
當
時
の
郡
は
、
最
小
の
も
の
ぱ

三
里
百
五
十
戸
で
、
そ
れ
以
下
で
は
郡
は
設
け
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
大
化
改
新
の
里
制
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
以
て
我
が
國
に
於

い
て
里
制
が
施
か
れ
た
最
初
で
あ
る
と
、
少
な
く
と
も
徳
川
時
代
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
あ
ま
ね
く
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
し

か
し
私
は
今
少
し
く
古
く
か
ら
、
里
制
が
既
に
實
施
さ
れ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
大
化
改
新
の
詔
の
第
四
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
凡
て
仕
r
は
、
奮
と
の
三
十
戸
ご
と
に
一
入
な
り
し
を
改
め

　
　
て
、
五
十
戸
ご
と
に
一
人
と
し
、
以
て
諸
司
に
充
つ
。
（
下
略
）

と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
・
大
化
新
制
以
前
は
三
十
戸
か
ら
↓
人
の
仕
丁

を
差
禺
し
て
い
た
も
の
を
、
大
化
新
制
で
は
五
十
戸
か
ら
一
入
と
改

め
た
の
で
あ
る
。
五
十
戸
か
ら
一
人
と
改
め
た
の
は
、
大
化
新
制
で

一
」
里
が
五
十
戸
と
な
っ
た
か
ら
で
、
邸
ち
一
里
ご
と
に
一
入
の
仕
丁

を
差
し
出
す
と
言
う
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
見
來
る
な
ら
ぼ
、
大

化
以
前
に
既
に
三
十
戸
を
以
て
一
里
と
す
る
地
方
行
政
「
組
織
が
實
施

さ
れ
、
そ
れ
を
大
化
新
制
で
、
一
里
五
十
戸
と
改
め
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
米
倉
二
郎
氏
も
氣
つ
か
れ
て

い
て
、
地
理
論
叢
第
一
韓
所
牧
岡
氏
単
坐
「
農
村
計
上
と
し
て
の
條

里
制
」
に
同
様
な
こ
と
を
蓮
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
十
戸
一
里
制

が
大
化
以
前
に
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
推
測
を
實
詮
す
る
有
力

な
史
料
が
、
他
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
播
磨
風
土
記
で
あ
っ
て
、
同

　
　
い
ひ
に
　
　
こ
し
べ

書
の
揖
保
郡
越
部
里
の
條
に
、
（
A
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
こ
し
ろ

　
　
越
部
里
、
　
（
薔
名
・
皇
子
代
里
）
土
魂
々
、
皇
子
代
と
號
ふ
所

　
　
以
は
勾
宮
天
皇
（
安
閑
天
皇
）
の
枇
、
寵
人
但
馬
の
鷺
小
津
は
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へ
や
け

　
　
寵
…
を
蒙
り
て
、
姓
を
賜
ひ
て
皇
子
代
君
と
な
り
、
三
宅
を
此
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
づ

　
　
に
造
り
て
、
仕
へ
奉
ら
し
む
。
故
に
皇
子
代
村
と
日
ふ
。
後
、

　
　
上
野
大
夫
が
滑
戸
を
結
ぶ
の
時
に
至
っ
て
改
め
て
越
部
里
と
號

　
　
ふ
。

と
見
え
、
上
野
大
夫
な
る
も
の
が
、
播
磨
國
を
治
め
た
時
に
、
三
十

戸
を
一
里
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
皇
子
代
村
が
越
部
里

に
改
層
さ
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
上
野
大
夫
な
る
も
の
が

播
磨
國
を
治
め
た
の
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
幸
い
に
同
風
土

認
鰐
磨
嗜
愛
川
里
の
條
に
見
え
て
い
る
。
即
ち
（
B
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
き
べ

　
　
小
川
里
、
（
註
、
略
）
土
渾
々
、
（
註
、
略
）
右
は
暴
露
と
號
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
き
べ
　
ゆ
　
つ
か

　
　
は
、
志
貴
島
宮
御
宇
天
皇
（
欽
明
天
皇
）
の
世
、
面
部
弓
束
ら

　
　
　
　
　
た
た
り
の
き
み
ひ
る

　
　
の
組
、
田
叉
干
鱈
鼻
留
が
こ
の
慮
を
講
ひ
て
屠
り
き
。
故
に
私

　
　
　
　
　
　
　
そ
り
の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
も
ち

　
　
里
と
號
ふ
。
以
後
、
庚
寅
の
年
、
上
大
夫
が
宰
た
る
の
時
、
改

　
　
め
．
て
小
川
里
と
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
見
え
、
こ
こ
に
言
う
上
大
夫
と
、
前
に
あ
っ
た
上
野
大
夫
と
は
岡

一
入
で
あ
る
は
、
疑
い
な
い
こ
と
で
、
井
上
通
言
博
士
も
そ
の
著
播

磨
風
土
記
新
考
で
か
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
爾
史
料
を
合
せ
考

う
る
に
、
庚
寅
の
年
に
、
私
里
が
小
川
里
．
に
改
名
さ
れ
、
そ
れ
は
上

　
　
　
　
　
　
我
が
律
舎
時
代
の
墨
と
郷
と
に
つ
い
℃
（
曾
我
綿
）

野
大
夫
が
播
磨
の
宰
で
あ
っ
た
蒔
で
、
彼
は
三
十
戸
一
里
制
を
…
貰
施

し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
小
川
里
の
改
名
は
こ
の
三
十
戸
一
里
制
實
施

の
結
果
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
…
從
っ
て
庚
寅
の
年
が
判
れ
ば

三
十
戸
一
．
里
制
の
費
施
の
時
期
が
判
る
の
で
あ
る
。
こ
の
庚
寅
の
年

と
は
、
B
史
料
に
よ
っ
て
、
欽
明
天
皇
の
後
で
あ
る
こ
と
が
先
ず
以

て
判
り
、
暗
明
天
皇
以
後
の
庚
寅
の
年
は
、
翻
明
天
皇
二
年
（
西
紀

山ハ

O
〇
年
・
大
化
二
年
よ
り
十
七
年
前
）
と
、
持
統
天
皇
四
年
（
西

紀
山
ハ
⊥
乃
○
加
牛
．
山
八
二
二
年
よ
h
リ
閲
H
十
｝
血
年
後
）
と
D
か
あ
り
、
　
井
上
博

士
の
前
記
書
及
び
敷
田
年
治
氏
め
標
注
播
磨
風
土
紀
で
は
、
い
す
れ

も
持
統
天
皇
四
年
設
を
探
っ
て
居
ら
れ
る
。
敷
田
氏
は
そ
の
理
由
は

何
も
の
べ
ら
れ
て
居
ら
な
い
が
井
上
薄
士
は
、

　
　
庚
青
年
は
、
持
統
天
皇
の
四
年
な
り
、
本
書
∩
註
、
播
磨
風
土

　
　
記
）
を
撰
せ
し
時
に
最
近
き
庚
寅
な
る
の
み
な
ら
す
、
校
籍
邸

　
　
戸
籍
調
査
に
由
り
て
名
高
き
年
な
れ
ば
、
た
だ
掌
篇
年
と
い
ひ

　
　
て
通
ぜ
し
な
り
。
　
　
　
　
　
　
、

と
読
明
せ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
。
し
か
し
ご
の
解
明
だ
け
で
は
庚
寅
を

以
て
痔
統
天
皇
四
年
と
な
す
積
極
的
理
由
は
少
し
も
獲
見
し
得
ら
れ

な
い
。
叉
A
吏
料
の
三
十
戸
一
里
に
つ
い
て
は
、
敷
田
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
鉱

（544）



　
　
　
　
　
　
我
が
律
金
時
州
代
の
黒
と
郷
と
に
つ
い
て
（
曾
我
澱
即
）

　
　
絶
戸
を
結
ぶ
は
、
馬
廻
に
戸
以
二
五
十
戸
一
回
レ
里
、
　
義
解
に
若

　
　
満
ご
⊥
ハ
十
戸
一
碧
、
　
割
二
十
国
だ
二
払
二
一
駆
ご
と
か
の
り
。
　
按
此
時
瓢
川
戸

　
　
駆
れ
る
故
に
一
里
を
立
て
に
し
や
。

と
言
い
。
井
上
博
士
は
こ
れ
に
長
い
遅
明
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の

要
灘
は
、

　
・
思
ふ
に
此
越
部
里
は
、
も
と
栗
栖
里
に
倒
し
て
皇
子
代
村
と
い

　
　
ひ
し
に
、
此
村
を
込
め
た
る
栗
栖
里
の
戸
数
遙
に
規
定
の
五
十

　
　
戸
を
過
ぎ
し
か
ぼ
、
そ
の
申
三
十
戸
を
割
き
て
栗
栖
里
よ
り
離

　
　
ち
て
別
に
一
里
を
立
て
し
か
ど
、
そ
の
戸
数
い
ま
だ
規
定
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
べ

　
　
せ
ざ
れ
ば
、
剰
戸
の
義
に
て
し
ば
ら
く
越
戸
と
稻
せ
し
に
て
、

　
・
部
は
實
は
戸
の
借
字
な
ら
む
。

と
あ
っ
て
、
爾
氏
と
も
に
大
化
新
制
や
大
鷺
、
養
老
令
に
あ
る
五
十

戸
一
里
制
に
拘
泥
し
て
苦
し
い
説
明
を
さ
れ
て
い
る
。
ご
の
所
の
風
．

土
記
の
原
野
は
、
（
上
略
）
故
日
二
皇
子
代
村
一
、
後
、
至
下
上
野
大
夫

結
二
丈
戸
一
之
嵩
上
、
改
革
二
越
都
里
一
、
　
と
あ
っ
て
、
こ
の
一
望
を
何

も
の
に
も
拘
泥
せ
す
に
解
穂
す
る
な
ら
ば
、
上
野
大
夫
が
三
十
戸
一

里
の
制
度
を
播
磨
國
に
實
施
し
た
際
に
、
皇
子
代
村
は
越
部
里
に
な

っ
た
と
…
冒
う
に
過
ぜ
な
い
。
三
十
戸
を
結
ぶ
こ
と
は
一
般
的
に
言
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
六

た
の
で
あ
っ
て
、
越
部
里
の
み
に
つ
い
て
蓮
べ
た
の
で
は
な
い
こ
と

は
、
こ
の
一
丈
を
虚
言
亭
心
に
忌
め
ば
、
自
か
ら
上
知
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
然
ら
ば
大
化
の
詔
勅
、
及
び
A
B
爾
更
料
か
ら
里
に
つ
い
て

如
何
な
る
結
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

大
化
の
詔
勅

A
　
史
料

．
R
　
史
料

右
の
三
史
料
の
う
ち
、

組
合
せ
る
こ
と
は
大
化
以
前
に
行
わ
れ
、

稻
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、

十
戸
一
里
制
實
施
の
時
期
は
庚
寅
の
年
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
更
に

三
史
料
を
綜
合
す
る
と
、
庚
寅
の
年
は
大
化
以
前
で
あ
る
こ
と
が
判

る
。　

庚
寅
が
大
化
以
前
た
る
こ
と
が
か
く
明
か
に
な
れ
ぽ
、
直
ち
に
、

こ
れ
は
好
明
天
皇
二
年
∩
西
紀
六
三
〇
年
）
た
る
こ
と
が
点
葉
出
來

既
に
三
十
戸
を
組
合
せ
る
こ
と
が
大
化
以
前
に
行

わ
れ
て
い
た
ρ

上
野
大
夫
が
三
十
戸
の
組
合
せ
を
行
っ
た
際
、
皇

子
代
村
は
越
部
里
と
改
つ
た
。

庚
寅
の
年
、
上
大
夫
（
上
野
大
夫
）
が
國
宰
た
る

の
時
、
捻
転
を
小
川
里
と
改
め
た
。

　
　
大
化
の
詔
勅
と
A
史
料
か
ら
は
、
三
十
戸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
も
そ
の
組
合
せ
は
里
と

　
　
　
　
　
　
　
　
A
と
1
3
と
か
ら
は
、
そ
の
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
饗
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大
化
の
改
新
が
行
わ
れ
た
大
化
二
年
よ
り
は
十
七
年
前
に
當
る
。
静

明
天
皇
は
在
位
十
三
年
聞
で
、
次
に
皇
極
天
皇
の
在
位
三
年
を
纒
て

孝
徳
天
皇
の
大
化
元
年
と
な
る
が
、
私
は
こ
ご
に
静
明
天
皇
の
即
位

二
年
頃
に
三
十
戸
一
里
制
が
先
ず
以
て
我
が
國
で
實
施
さ
れ
、
そ
れ

を
大
化
の
新
制
で
五
十
戸
一
里
制
に
改
め
た
と
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
五
十
戸
一
里
と
改
め
た
大
化
の
新
制
は
、
後
の
大
正
令
、
養

老
令
に
も
含
ま
れ
㌔
て
い
て
、
そ
の
養
老
の
二
士
に
は
、

　
凡
て
戸
轍
五
十
戸
を
以
て
里
と
な
し
、
里
ご
と
に
長
一
人
を
置
き

　
戸
口
を
検
校
し
、
農
桑
を
課
帯
し
、
非
違
を
禁
忌
し
、
賦
役
を
催

　
翻
す
る
を
掌
ら
し
む
。

と
あ
る
の
や
｝

　
凡
て
郡
は
廿
里
以
下
、
十
六
里
以
上
を
以
て
大
郡
と
な
し
、
十
里

　
以
上
を
上
郡
と
な
し
、
八
里
以
上
を
申
郡
と
な
し
、
四
里
以
上
を

　
下
郡
と
な
し
、
二
里
以
上
を
小
郡
と
な
す
。

と
定
め
て
い
る
。
里
の
戸
数
は
五
、
十
戸
で
あ
っ
て
、
大
化
の
時
と
同

様
で
あ
る
が
、
郡
の
戸
数
に
至
っ
て
は
、
そ
の
最
小
の
も
の
は
二
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
百
戸
と
な
り
、
最
大
の
も
の
で
も
、
廿
里
一
千
戸
と
改
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
唐
令
と
比
較
す
る
に
、
我
が
各
麗
・
位
戸
数
が
い
か
に

　
　
　
　
　
　
我
が
律
A
7
噛
町
代
の
m
出
と
撫
堺
と
に
つ
い
て
（
曾
我
部
）

少
な
い
か
に
氣
が
っ
く
で
あ
ろ
う
。
養
老
の
制
度
で
は
僅
か
に
二
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
2
）

一
百
戸
で
一
瓶
を
形
成
し
得
、
窮
實
亦
形
威
す
る
工
合
が
あ
っ
た
が

一
百
戸
と
言
え
ば
、
階
唐
の
一
里
に
し
か
當
ら
な
い
。
當
時
の
我
が

，
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

國
の
戸
口
数
は
彼
に
比
し
て
罪
常
に
少
な
く
、
彼
の
如
く
、
最
小
の

ゆ
ロ
ロ輩

位
を
一
里
一
百
戸
と
し
、
更
に
そ
の
上
に
郷
・
縣
・
郡
を
設
け
る

ご
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
盟
・
亡
命
本
数
も
彼
に
比
し
て
非
常

に
小
さ
く
し
、
そ
の
上
「
郷
」
を
も
設
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
．

か
く
て
正
倉
院
儒
書
（
寧
樂
遺
丈
上
総
所
得
）
に
見
え
る
大
黒
二
年

の
各
國
の
戸
籍
に
は
、
　
「
御
野
春
本
盤
珂
郡
栗
栖
野
里
」
と
か
「
御
野

國
昧
蜂
間
郡
春
部
里
」
と
か
，
「
筑
前
國
嶋
郡
川
邊
里
」
と
か
「
豊
前

國
上
三
毛
郡
塔
里
」
と
あ
る
な
ど
、
大
化
新
制
に
定
め
ら
れ
た
如
く

に
書
か
れ
て
い
る
。

．
置
①
延
喜
式
で
も
「
凡
て
郡
は
千
戸
を
過
ぐ
る
を
得
ず
」
と
欝
つ
℃
い
る
。
延

　
　
喜
式
民
蔀
上
滲
昭
…
の
こ
と
。

　
②
績
祀
元
正
天
豊
餐
老
五
年
越
月
戊
子
の
條
に
、
「
陸
奥
國
を
し
て
柴
田
郡

　
　
　
む
　
む

　
　
の
ご
郷
を
分
ち
で
、
苅
田
郡
を
置
か
し
む
。
」
　
ど
あ
り
。
か
か
る
例
は
他

　
　
に
も
あ
る
。

三
七
，
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我
が
律
命
時
代
の
里
と
郷
と
に
ダ
つ
い
て
ハ
分
μ
我
邦
）

三
、
我
が
律
令
時
代
の
郷

　
大
化
新
制
及
び
大
雪
養
老
の
爾
令
で
は
、
上
述
の
如
く
、
里
の
上

に
直
接
に
郡
が
あ
っ
て
、
郷
は
全
然
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
然
る
に
出
雲
風
土
記
の
初
め
の
所
に
、

　
　
玖
郡
、
郷
土
黒
焦
、
掘
↑
酒

　
　
潜
戸
灘
、
騨
家
信
、
全
戸
漆
、
慢
ひ

　
　
　
意
宇
郡
、
郷
士
’
6
幾
世
、
惚
三
沢
戸
壱
、
病
家
参
、
榊
戸
参
、
鯉

　
　
　
嶋
根
郡
、
郷
捌
、
碍
瀬
戸
壱
、
騨
家
壱
、

　
　
　
葦
鹿
郡
、
郷
難
、
惟
一
一
淋
戸
壱
、
哩

　
　
　
楯
縫
郡
、
礪
贈
郷
緯
、
．
聾
飴
戸
壱
、
組
戸
壱
、
謹

　
　
　
出
雲
郡
、
郷
捌
、
課
廿
数
本
壷
、
説

　
　
　
紳
門
郡
、
郷
捌
、
署
籐
戸
壱
、
騨
家
武
、
紳
戸
出
、
魂

　
　
　
飯
石
郡
、
露
岩
、
蟄
」

　
　
．
仁
多
郡
、
郷
緯
、
哩
卜

　　

@
大
原
郡
郷
捌
蜘

　
　
右
伸
の
郷
の
字
は
盤
穐
元
年
の
式
に
よ
っ
て
、
里
を
改
め
て
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
　
　
－

　
　
と
な
せ
し
も
の
、
そ
の
旧
名
の
字
は
、
融
…
亀
三
年
の
民
部
省
の

　
　
日
宣
を
被
り
て
こ
れ
を
改
め
し
も
の
な
・
り
。
．

と
あ
っ
て
、
元
正
天
皇
盤
亀
元
年
（
西
紀
七
一
五
年
）
の
式
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
の
里
は
改
め
て
郷
と
な
し
た
と
言
い
、
そ
の
郷
の
下
に

　
　
　
　
　
①

里
を
雫
均
一
郷
に
三
里
す
つ
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

・
郡
．
・
里
で
あ
っ
た
も
の
を
國
・
郡
・
郷
。
里
と
唐
令
と
一
致
せ
滋
！

む
る
よ
う
に
改
正
し
た
め
で
あ
っ
て
、
襲
亀
元
年
よ
り
十
二
年
後
の

聖
武
天
皇
紳
亀
三
年
（
西
紀
七
二
六
年
）
に
つ
く
ら
れ
た
計
振
（
正

倉
院
丈
書
・
寧
重
藤
交
上
巻
）
に
も
「
山
背
國
愛
宕
郡
出
雲
郷
雲
ヒ

里
」
と
か
「
山
背
國
愛
宕
郡
繊
雲
郷
雲
下
里
」
な
ど
と
し
る
さ
れ
、

蕎
じ
く
撲
炎
天
尋
問
麗
舞
〕
の
雌
度
公
護
丈
爺

難緻

ﾚr
M）

竰
ｲ
庸
綾
施
布
墨
書
（
正
倉
院
頑
物
㍗
養
蜂
二
女
下
雀
）
や
金
石
丈
愈
礫
徽
）
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

叉
出
雲
。
肥
薗
・
豊
後
の
各
風
土
記
な
ど
に
も
数
多
く
の
か
か
る
個

が
見
え
て
い
る
。

　
こ
の
盤
亀
元
年
の
式
な
る
も
め
は
、
本
居
内
還
翁
の
條
里
圏
帳
考

を
は
じ
め
と
し
て
、
徳
川
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
い
や
し
く

．
も
我
が
國
の
郷
里
制
や
條
里
制
を
論
ぜ
し
諸
研
究
は
、
殆
ん
ど
が
、

こ
の
式
を
根
本
的
な
正
確
な
史
料
と
し
て
取
扱
い
、
黒
磯
元
年
か
ら

。547＞



．
我
、
が
國
で
も
郷
制
が
施
か
れ
た
と
な
し
て
い
る
。
叉
こ
の
式
は
我
が

國
現
存
の
各
種
風
土
記
の
編
纂
年
代
を
決
定
す
る
重
要
な
鍵
と
も
な

っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
各
種
風
土
記
は
、
そ
の
地
名
は
郷
名
の

み
で
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
叉
書
名
の
み
で
書
か
れ
た
も
の
も
あ

っ
て
、
そ
れ
よ
り
し
て
里
道
の
も
の
は
盤
亀
元
年
以
溺
の
作
、
郷
名

の
も
の
は
簿
亀
元
年
以
後
の
作
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

　
か
く
の
如
く
璽
亀
元
年
に
我
が
國
で
郷
制
が
初
め
て
探
用
さ
れ
た

と
な
す
畢
設
は
、
我
が
嘉
祥
で
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

し
か
し
こ
れ
は
私
の
甚
だ
不
思
議
と
す
る
所
な
の
で
あ
る
。
何
故
な

ら
ば
、
績
日
本
紀
臭
く
に
、
成
程
盤
亀
元
年
（
噸
羅
）
よ
り
ず
ぐ

前
で
あ
る
元
明
天
皇
和
銅
元
年
（
㎝
耀
靴
）
九
月
庚
辰
（
附
二
）
の
條
…
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
特
に
賀
茂
、
久
仁
の
二
里
の
戸
ご
と
に
端
番
束
を
給
ふ
。

と
あ
る
の
や
、
同
二
年
十
月
庚
寅
（
八
日
）
の
條
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
赫
馬
指
の
欝
里
を
割
い
て
兼
田
郡
に
隷
け
し
め
て
、
郡
を
甲
努

　
　
村
に
建
つ
。

と
あ
る
の
や
、
同
五
年
五
月
辛
巳
（
叶
三
）
の
條
に
は
、

　
　
詔
し
て
曰
く
、
諸
國
の
大
視
を
三
年
賑
三
四
す
る
は
、
も
と
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
の
窮
乏
を
櫨
平
す
る
が
た
め
な
り
。
画
題
郡
司
及
び
里
長
ら
は

　
　
　
　
　
　
我
が
律
金
蘇
門
代
の
珊
崩
と
鰍
岬
と
に
つ
い
r
て
（
曾
我
部
）

　
　
こ
の
恩
借
に
よ
っ
て
妄
に
方
便
を
生
・
ず
。

と
あ
る
の
や
、
同
七
年
二
月
辛
卯
へ
罷
）
の
條
忽
は
、

　
　
嬉
し
て
日
ぐ
、
　
（
申
略
）
國
郡
の
能
く
監
察
を
加
へ
て
務
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
数
に
よ
っ
て
儲
益
す
る
者
に
は
考
一
等
を
加
ぺ
よ
。
或
は
里
長

　
　
に
は
、
　
豊
年
の
調
を
発
ぜ
よ
。
．
若
し
虚
妄
を
以
て
顯
に
下
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
ば
、
國
郡
司
は
邸
ち
見
任
を
解
き
、
里
長
は
調
を
徴
し
て
掌
る

　
　
ご
と
を
止
め
し
め
ん
。

と
あ
る
如
く
、
ま
だ
里
を
以
て
呼
ば
れ
、
螂
と
は
稚
し
て
い
な
い
。

然
る
に
一
方
叉
圃
和
銅
一
…
年
十
月
丙
巾
（
肝
四
）
の
條
に
は
、

　
　
禁
制
す
ら
く
、
畿
内
及
び
近
江
國
の
百
姓
は
、
法
律
を
畏
れ
す

　
　
に
」
浮
浪
及
び
逃
亡
の
仕
丁
ら
を
容
隠
し
て
、
私
に
以
て
鵬
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
使
ふ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
彼
に
在
っ
て
、
本
郷
本
主
に
還
ら
．

　
　
す
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
本
郷
な
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ご
れ
は
軍

　
　
④

に
本
締
地
故
郷
と
言
う
意
味
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
行

政
癌
劃
上
の
郷
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
四
年
三
月
辛
亥

（
六
日
）
の
條
に
は
、
㌔

ヒ
ほ
ヨ
ド
ミ
ヒ
　
　
　
　
　
　
か
ん
ら
　
　
　
　
お
り
も
　
　
か
ら
し
な
　
　
　
　
　
　
お
に
や
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
上
野
園
認
識
沸
の
織
裳
、
船
級
、
矢
田
、
大
家
、
縁
野
郡
の
武
美
、

三
九

（“r48）



　
　
　
　
　
　
我
が
律
ム
”
時
｛
代
の
卑
∵
と
郷
・
と
に
つ
い
て
（
曾
我
翻
）

　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
。
o

　
　
片
岡
郡
の
山
な
ど
の
六
郷
を
割
い
て
、
別
に
多
朗
郡
を
…
置
く
。

と
あ
る
の
や
、
詞
六
年
五
月
甲
子
（
彫
の
條
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
制
す
ら
く
、
畿
内
七
道
諸
國
の
郡
、
郷
名
は
、
好
き
字
を
つ
け

　
　
よ
。
，
そ
の
郡
内
に
生
・
ず
る
所
の
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
籠
の

　
　
物
ば
、
具
さ
に
色
目
を
録
せ
よ
。
及
び
土
地
の
沃
埼
9
山
川
原

　
　
野
の
嶺
號
所
由
も
叉
古
老
の
相
傳
ふ
蕎
…
聞
果
へ
事
は
、
吏
籍
に
載

　
　
せ
て
、
亦
宜
し
く
言
上
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
あ
る
の
や
、
同
六
年
七
月
丁
重
（
階
）
の
條
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
大
倭
國
宇
太
長
波
坂
郷
の
人
、
・
穴
初
位
上
村
需
東
人
は
鋼
鐸
を

　
　
長
岡
の
野
地
に
得
て
献
ず
。

と
あ
っ
て
、
す
で
に
主
典
元
年
よ
り
数
年
前
の
元
明
天
皇
和
銅
年
開

に
郷
名
が
用
い
ら
れ
て
居
り
、
特
に
和
銅
六
年
五
月
甲
子
の
舗
勅

は
、
風
土
記
の
編
纂
を
命
じ
た
制
勅
で
あ
る
と
し
て
、
二
業
で
は
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
o

く
取
扱
わ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
制
勅
に
「
諸
國
の
郡
郷
名
は

好
き
宇
を
つ
け
よ
」
と
郷
と
言
っ
て
居
り
、
し
か
も
…
郡
無
名
は
好

ぎ
字
を
つ
け
よ
と
は
、
上
掲
…
の
出
雲
風
士
記
に
、
聖
武
天
皇
長
亀
三

年
（
西
紀
七
二
六
年
）
民
部
省
の
日
宣
に
よ
っ
て
郷
字
名
を
改
め
た

と
あ
る
の
と
同
一
の
事
柄
で
あ
っ
て
、
吉
名
を
改
め
よ
と
は
淋
亀
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

年
よ
り
十
四
年
前
の
和
銅
六
年
五
月
に
既
に
法
弊
と
し
て
出
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
〆
そ
の
命
令
が
徹
底
し
な
か
っ
た
か
ら
、
改
め
て
十

四
年
後
に
民
部
雀
か
ら
目
宣
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
ぐ
の
如

き
購
實
よ
り
制
断
ず
る
に
和
銅
の
前
堂
の
或
年
（
和
銅
は
七
年
っ
す

く
）
に
、
里
を
郷
に
改
め
る
士
庶
の
激
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に

改
め
た
所
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
制
勅
の
意
味
が
徹
底
せ
す
、
朝
廷

自
か
ら
も
前
記
績
日
本
紀
の
諸
手
に
あ
る
如
く
里
と
言
っ
た
り
郷
と

言
っ
た
り
曖
昧
な
態
度
を
採
っ
て
い
た
か
ら
所
に
よ
っ
て
は
蕾
里
名

の
ま
玉
で
改
め
な
い
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
こ
に

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

新
に
施
行
の
細
則
を
規
定
し
た
式
が
、
去
勢
元
年
に
獲
布
さ
れ
、
そ

の
式
に
よ
っ
て
出
雲
の
國
で
は
初
め
て
里
を
改
め
て
郷
と
な
し
た
の

で
あ
る
。
故
に
盤
亀
元
年
の
式
に
よ
っ
て
初
め
て
里
を
改
め
て
郷
と

な
し
た
と
は
出
雲
の
國
の
こ
と
で
、
日
本
國
内
全
艦
が
そ
う
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
。
璽
亀
元
年
の
式
に
よ
っ
て
我
が
國
で
初
め
て
里
を

改
め
て
郷
と
な
し
た
と
言
う
從
來
の
説
は
、
訂
正
さ
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
盤
亀
聖
書
の
和
銅
年
間
に
、
里
が
郷
に
既
に
改
め
ら

れ
ご
と
に
氣
が
つ
い
て
人
は
私
の
知
っ
て
い
る
範
士
内
で
は
一
人
あ

　
　
　
　
　
（
7
）

る
つ
そ
れ
は
栗
田
寛
博
士
で
あ
っ
て
、
前
記
風
土
記
編
纂
の
和
銅
六
、

（鍛9）



年
五
月
の
詔
勅
申
に
郡
郷
の
字
あ
．
る
こ
と
に
注
意
し
、
　
「
國
郡
の
下

に
郷
を
樋
け
し
事
知
る
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
｝

　
元
來
式
と
は
律
令
格
式
の
式
で
あ
っ
て
為
律
や
令
や
格
を
施
行
す

る
に
當
っ
て
、
そ
の
細
則
を
規
定
し
た
も
の
で
、
我
が
弘
仁
格
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洲

も
「
式
は
帥
ち
闘
を
補
っ
て
逝
を
拾
ふ
」
と
式
を
飽
篤
し
て
い
る
如

く
、
律
令
格
の
闘
を
補
い
遺
を
拾
う
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
律
令
格

が
あ
っ
て
の
式
で
、
式
自
盟
の
み
猫
歯
し
て
存
在
す
る
筈
は
な
い
の

で
あ
る
。
母
艦
が
あ
っ
て
こ
こ
に
子
が
生
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

故
に
式
が
設
け
ら
れ
る
に
は
、
こ
の
式
に
先
行
す
る
律
令
格
が
あ
る
、

可
ぎ
で
、
こ
の
揚
合
に
は
里
を
郷
に
改
め
る
と
言
う
制
勅
即
ち
格
が

先
ず
以
て
出
だ
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
こ
れ
が
施
行
の
細
則
を
規
定
し
た

式
が
鼠
輩
元
年
に
獲
布
さ
れ
た
と
な
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
か
く
見
尽
る

な
ら
ば
、
こ
の
式
を
以
で
直
ち
に
里
が
郷
に
改
め
ら
れ
た
と
判
断
す

る
の
は
甚
だ
愼
織
味
を
欠
い
だ
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
和
銅
年
聞
に
里
が
郷
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
粗
製
元
年
に

こ
牝
に
つ
い
て
の
式
が
出
　
さ
れ
る
及
ん
で
、
こ
こ
に
里
は
郷
に
改
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
郷
は
里
を
軍
に
改
め
た
の
で
あ
る
か

ら
、
郷
の
古
聖
は
從
前
の
里
と
同
様
に
、
五
十
戸
で
あ
る
べ
ぎ
で
あ

　
　
　
　
　
　
我
が
緯
含
時
代
の
璽
と
郷
璽
に
つ
い
て
（
曾
我
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
》

り
、
纂
實
叉
五
十
戸
が
基
準
で
あ
っ
た
。
か
く
な
る
と
五
十
戸
一
郷

の
下
に
あ
る
里
は
、
畢
均
三
里
を
以
て
一
辺
と
な
し
て
い
た
か
ら
、

一
里
の
戸
…
数
は
李
均
十
六
戸
か
十
七
戸
位
の
も
の
で
あ
っ
た
筈
で
あ

る
。
騨
從
來
麿
で
も
日
本
で
も
、
里
や
郷
は
戸
激
に
よ
る
行
政
厩
劃

で
、
地
域
に
よ
る
行
政
颪
劃
で
は
な
い
。
今
五
十
戸
一
里
は
改
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

五
十
戸
一
、
郷
と
な
り
、
そ
の
下
に
里
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
こ
の
郷
の
下
に
あ
る
里
も
、
十
六
、
七
戸
を
基
準
と
す
る
戸
を

組
合
せ
る
行
政
癌
劃
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
か
か
る
郷
里
制
が
出
監
な
い
以
前
に
は
、
重
な
る
聚
落
が
あ
っ

旋
。
村
は
善
通
は
五
十
戸
以
下
の
揚
重
が
多
か
っ
た
か
ら
、
五
十
戸

一…

ｽ
の
郷
制
が
施
か
れ
た
後
の
里
は
、
こ
の
村
が
攣
っ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
戸
1
0
）

ろ
う
と
、
栗
田
寛
博
士
は
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
村
は
元
來
肉
然
に
獲

生
し
た
聚
落
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
村
は
地
域
を
主
と
し
、
戸
数
を
主

と
せ
す
、
そ
の
戸
数
は
大
小
不
定
で
あ
っ
た
。
郷
や
里
の
ご
と
く
、

戸
…
数
の
組
合
せ
で
は
な
い
。
故
に
悉
く
の
村
が
十
六
・
七
戸
で
あ
っ

た
筈
は
な
く
、
よ
っ
て
大
鰹
一
里
に
當
る
位
の
戸
数
の
あ
る
村
は
、

直
ち
に
以
て
里
と
な
し
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
、
別
に
戸
数
を
組
合
せ

て
里
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
聖
武
天
皇
樋
管
五
年
に
つ
く
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

（蕊⑪）



　
　
　
　
　
　
我
が
律
く
℃
時
代
の
羅
と
騒
と
に
つ
い
て
（
曾
我
部
）

た
出
雲
風
土
記
は
、
上
揚
の
ご
と
く
、
郷
の
下
に
里
が
設
励
ら
れ

て
曲
心
7
些
全
に
郷
里
割
…
が
施
か
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
’
、
出
雲
郡
の
川

の
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
轟
雲
の
大
川
は
、
源
は
伯
糊
口
と
出
雲
と
の
こ
國
の
堺
の
鳥
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
よ
り
流
れ
て
、
仁
多
郡
横
田
村
に
禺
で
、
師
ち
横
田
。
三
軍
。

　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
三
澤
・
布
勢
等
の
四
郷
を
維
て
、
火
原
郡
の
堺
の
引
墨
村
に
出

　
　
で
、
即
ち
漸
次
・
斐
伊
。
屋
代
・
繋
馬
等
の
四
郷
を
経
て
、
出

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
雲
郡
の
堺
の
多
義
村
に
出
で
、
河
内
・
出
雲
の
こ
郷
を
纒
［
、
て
、

　
　
北
に
流
れ
更
に
折
れ
て
西
に
上
る
。
（
下
略
）
　
’

と
あ
る
の
や
、
出
雲
郡
の
絡
P
の
所
に
、

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
サ

　
　
意
宇
鄭
の
堺
の
佐
里
村
に
通
す
る
に
は
、
　
一
十
三
里
六
十
四

　
　
歩
、
瀞
門
郡
の
堺
の
禺
雲
大
河
邊
に
通
す
る
に
は
一
里
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
歩
、
夫
原
郡
の
堺
の
多
義
村
に
通
す
る
に
は
一
、
十
五
里
辮
八
歩

　
　
（
下
略
）

と
あ
る
ご
と
く
、
依
然
と
し
て
村
の
存
在
を
傳
え
て
い
る
。
若
し
悉

く
の
村
を
以
て
里
と
改
め
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
村
の
存
在
は

血
…
い
筈
で
あ
る
。
村
と
里
と
の
性
質
が
異
っ
て
い
た
か
ら
、
郷
里
制

に
な
っ
て
も
、
郷
や
里
の
外
に
從
型
通
り
に
村
と
し
‘
て
存
冠
す
る
も

四
二

の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

r
こ
の
里
を
改
め
て
郷
と
な
し
、
そ
の
下
に
里
を
置
い
て
郡
・
郷
・

里
と
な
す
和
鍋
の
制
勅
及
び
盤
亀
元
年
の
式
な
る
も
の
は
、
謂
わ
ば

大
化
新
制
や
大
軍
令
の
郡
。
里
制
度
の
改
正
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後

に
法
令
の
改
正
編
纂
が
行
わ
れ
ば
、
當
然
か
《
の
如
く
に
命
の
條
文

を
改
む
引
き
で
あ
る
。
然
る
に
露
亀
元
年
よ
り
四
年
後
の
元
正
天
皇

．
養
老
二
年
（
礪
耀
靴
）
に
編
修
さ
れ
た
養
老
の
戸
令
に
は
、
上
掲
の
如

く
、
依
然
と
し
て
「
五
十
戸
を
以
て
一
里
」
と
飽
め
、
郡
の
等
級
も

里
の
数
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
和
銅
の
制
勅
や
、
露

亀
元
年
・
の
式
で
は
郡
・
郷
・
里
、
養
老
の
戸
惑
で
は
郡
ρ
里
と
相
異

な
る
二
つ
の
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
當
然
養

老
の
丁
令
で
は
「
五
十
戸
を
以
て
一
世
」
と
定
め
、
命
の
全
條
交
中

の
里
は
悉
く
網
に
膨
む
曳
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
編
修
者
の
失
策
で
あ
る
。
養
老
の
令
で
は
、
か
く
郷
は
・

規
定
し
て
い
な
い
が
、
和
銅
の
制
勅
や
璽
亀
元
年
の
式
の
ま
玉
、
養

老
の
令
施
行
以
後
も
、
依
然
と
し
て
雲
影
が
行
わ
れ
、
而
も
こ
れ
は

養
老
の
令
を
制
旋
し
た
元
正
天
皇
の
次
の
聖
武
天
皇
の
天
李
年
問
ま

で
は
、
公
に
ば
郡
・
郷
・
里
制
が
施
か
れ
た
所
も
あ
り
、
叉
從
薗
の

（5菖1）



郡
ρ
里
制
が
施
か
れ
た
所
も
あ
P
、
或
は
叉
郡
・
郷
の
み
の
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

施
か
れ
た
所
も
あ
っ
て
、
三
者
入
館
れ
て
公
走
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
乃
然
る
に
聖
武
天
皇
の
次
の
孝
聖
天
皇
天
李
勝
蜜
年
間
か
ら
の
公

丈
書
に
は
、
…
郡
。
郷
制
の
み
で
詑
載
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
郡
や

郷
」
里
制
や
郡
・
里
制
は
、
少
な
く
と
も
公
の
丈
書
の
上
か
ら
は
姿

を
労
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
竹
内
理
三
難
点
編
の
寧
樂
遣

丈
や
李
安
遺
丈
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
無
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
蓬
髪
は
、
我
が
國
に
於
い
て
、
五
十
戸
を
以
て
一
億
と
す
る
郷

制
な
る
も
の
が
和
銅
霊
芝
の
頃
に
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
最
下
の

行
政
軍
位
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、
三
十
五
年
後
の
天
軍
順
子
元
年

へ晒

s
靴
）
頃
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
湘

銅
山
孤
億
頃
ま
で
は
、
部
落
の
縫
…
成
要
素
で
あ
る
一
家
族
の
こ
と
を
里

戸
と
侃
梧
し
、
和
銅
三
三
以
後
は
、
郷
戸
と
も
回
せ
ら
れ
る
揚
合
が
あ

っ
た
が
、
天
畢
勝
寳
元
年
以
後
は
、
郷
戸
に
一
飽
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
郷
で
も
郷
戸
で
も
、
令
の
條
丈
に
は
何
鯨
規
定
し
て
い
な

い
の
で
あ
っ
て
、
軍
に
、
制
勅
や
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な

　
　
戸
1
2
）

い
。
李
安
時
代
も
粘
気
が
依
然
と
し
て
採
ら
れ
て
い
た
が
、
律
令
の

弛
慶
、
特
に
庄
園
の
獲
生
な
ど
の
た
め
に
、
郷
制
も
段
々
と
観
れ
て

　
　
　
　
　
　
我
が
律
金
時
代
の
里
と
郷
と
に
つ
い
て
（
曾
我
部
）

雍
、
地
方
行
政
組
織
は
、
新
た
な
る
方
向
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。
し

か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
清
水
三
男
氏
の
日
本
申
事
の
村
落
…
な

る
研
究
が
あ
っ
て
、
並
置
に
論
究
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
私
は
そ
れ
ま

で
論
及
す
る
こ
と
は
差
額
え
て
、
　
同
書
の
旧
型
を
望
む
こ
と
と
す

る
。

註
①
幽
雲
風
土
記
の
外
、
肥
前
風
土
記
や
難
後
風
土
記
な
ど
竜
同
様
で
あ
る
。

　
⑨
こ
の
聖
を
郷
に
改
め
た
の
は
、
傑
里
制
の
塁
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
か
ら
と
賞

　
　
う
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誕
り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い

　
　
の
で
あ
れ
ば
塁
は
全
然
繭
玉
す
べ
き
筈
な
る
に
、
郷
の
下
に
依
然
と
し
て
設

　
　
け
る
制
度
で
あ
っ
た
Q
二
戸
臼
が
櫓
頽
し
た
か
ら
と
欝
う
説
が
あ
る
が
、

　
　
こ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
戸
口
が
櫓
帯
し
た
た
め
で
あ
れ
ば
、
戸
数
の
組
合

　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
せ
を
改
め
る
こ
と
な
ど
な
せ
ば
と
竜
か
く
、
輩
に
里
を
郷
と
名
稚
だ
け
を

　
　
改
め
た
の
で
は
意
昧
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
③
四
度
公
丈
弓
丈
の
例
は
、
天
正
＋
一
年
の
禺
雲
國
二
三
賑
給
歴
名
帳
に
、

　
　
三
門
郡
朝
山
郷
稗
原
里
な
ど
あ
り
。

　
　
調
旛
綾
緬
幡
羅
書
の
例
は
、
阿
波
國
三
三
郡
川
島
郷
戸
猪
塁
戸
主
忌
部
爲

　
　
廓
二
戸
謝
黄
絶
一
匹
天
単
四
年
十
月
な
ど
あ
り
ゆ

　
　
金
石
丈
の
例
は
、
示
威
三
年
二
月
鷺
九
肩
の
日
附
が
あ
る
高
田
里
結
知
識

　
　
碑
に
上
野
國
群
焉
郡
下
器
性
高
田
里
と
識
さ
れ
℃
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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我
が
麓
令
時
代
の
塁
と
郷
と
に
つ
い
て
（
曾
我
郡
）

④
績
紀
丈
夜
天
塁
大
寅
三
年
礁
月
割
巳
の
條
に
、
流
來
新
羅
人
付
鵬
護
難
、

　
黒
木
郷
、
と
あ
る
如
く
、
本
郷
に
は
木
碗
朝
地
、
郷
民
の
意
味
が
あ
る
。

⑤
新
訂
増
補
の
績
紀
に
は
、
こ
の
山
　
と
は
山
宗
秦
…
の
家
奈
の
二
獣
が
写
し
た

　
の
で
あ
ろ
う
と
識
し
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

⑥
延
喜
式
で
は
「
凡
で
築
三
部
内
の
郡
里
等
の
名
は
、
呼
び
に
二
字
を
用
ひ

．
必
ず
辮
名
を
取
れ
よ
」
と
あ
っ
て
、
郡
里
と
言
っ
て
い
る
。
延
喜
式
民
部

　
上
滲
昭
…
の
こ
と
。

⑦
同
博
士
の
蕪
圃
考
に
詳
食
き
れ
で
い
る
。

⑧
尚
柳
㎞
輿
三
教
授
早
月
｛
小
法
掴
史
第
一
…
…
川
第
二
固
柵
第
一
縮
即
律
く
下
格
式
参
昭
…
の

　
こ
と
。

⑨
寧
樂
着
丈
上
巻
攻
油
玉
所
早
天
峯
七
年
細
事
國
封
戸
租
交
易
帳
に
足
下
郡

　
垂
水
郷
五
十
戸
、
瞭
綾
郡
十
村
郷
五
十
戸
、
等
と
あ
り
、
同
書
下
口
宗
教

　
編
研
牧
天
挙
勝
寅
四
年
遭
東
大
寺
聖
王
解
に
竜
、
下
野
國
芳
賀
郡
石
田
郷

　
五
十
戸
、
足
利
郡
土
師
郷
五
十
戸
な
ど
見
え
、
又
獺
聚
三
代
格
巷
七
郡
司

　
錦
W
の
條
、
晶
ル
慶
閃
【
年
十
・
一
月
五
臼
、
癒
凱
置
磐
梨
郡
・
王
政
一
h
貝
鰹
の
太
政

　
山
冨
符
に
巡
、
磐
梨
郡
は
総
廠
、
戸
ご
百
九
十
七
と
言
い
、
元
慶
五
年
十
一

　
月
三
日
液
…
澱
赤
坂
郡
主
常
直
員
事
の
太
政
宮
静
付
に
も
山
亦
坂
一
軸
は
鰍
岬
山
ハ
、
戸

　
二
百
九
十
三
と
雪
っ
て
、
　
豊
郷
五
十
戸
第
均
な
る
を
現
わ
し
で
い
る
。

⑩
こ
れ
は
栗
田
博
士
の
蕪
園
考
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
栗
田
博
士
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
凶

　
興
し
て
は
、
内
田
銀
藏
博
士
亀
反
響
で
あ
っ
て
、
内
田
博
士
輔
遺
稿
日
本
総

　
国
史
の
研
究
所
牧
「
爲
本
古
代
の
村
落
湖
に
就
き
て
」
に
は
、
前
の
田
出
の

　
・
も
・
と
に
あ
っ
た
村
と
後
の
郷
の
竜
と
に
あ
っ
た
心
願
と
は
そ
の
性
質
に
於
い

　
て
或
る
差
異
が
存
回
す
る
よ
う
に
患
わ
れ
、
前
の
村
は
鮪
㎜
慣
を
因
襲
し
膚

　
然
引
目
眠
き
そ
の
唱
え
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
震
で
で
あ
る
が
、
後
の
恥
唄
は

　
昆
政
上
或
る
意
義
を
有
し
、
あ
る
十
二
の
た
め
故
ら
に
設
け
ら
れ
た
の
で

　
は
な
か
ろ
う
か
と
蓮
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑪
飽
工
榮
曲
選
丈
に
各
種
の
例
が
多
く
栽
せ
ら
れ
て
い
る
。
…
例
え
げ
閏
開
門
響
下
巻
小
ボ

　
勲
…
編
遭
寺
所
公
証
だ
け
に
つ
い
て
見
る
も
、
天
年
四
年
三
月
廿
鉱
翼
々
附

　
の
秦
公
豊
…
駐
ん
の
條
に
は
輪
炎
濃
翻
盟
冨
嗜
郡
塾
穗
揃
郷
三
宅
皿
戸
頭
｛
梁
八
論
腰
之
戸

　
口
と
郡
・
継
∵
星
湖
脚
で
あ
り
、
天
準
十
凶
年
十
二
月
十
三
日
塵
…
附
の
血
口
調

　
月
佐
酒
田
の
條
に
は
山
背
國
葛
野
郡
橋
頭
塁
戸
主
秦
調
欝
佐
墜
万
燈
戸
臼

　
と
郡
●
里
鰯
で
あ
り
、
天
手
十
四
［
年
十
二
月
…
…
W
欝
々
附
の
星
…
川
五
百
村
の

　
條
に
は
因
幡
國
高
草
郡
古
海
郷
戸
主
星
潤
沿
掌
篇
戸
口
と
郡
・
郷
翻
で
あ

　
る
。

⑫
延
喜
式
で
も
郷
を
以
て
行
政
厩
捌
の
最
小
坦
位
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
主

　
計
下
、
某
國
司
解
申
預
計
茶
著
大
帳
礁
に
某
國
合
管
郡
若
干
、
郷
著
干
と

　
記
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
竜
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
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・
四
、
郷
制
下
の
里
と
村

　
郷
に
そ
の
地
位
を
譲
っ
て
、
そ
の
下
に
顛
落
し
た
里
は
、
天
畢
勝

蜜
以
後
は
最
早
、
公
の
行
政
上
の
等
位
で
は
な
く
な
っ
た
。
然
る
に

一
方
で
は
土
地
匠
劃
制
度
に
よ
る
條
里
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
ζ
と

と
て
、
里
は
専
ら
野
里
制
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
條
里
鋼

の
里
は
m
早
に
耕
地
の
簸
劃
名
で
あ
っ
て
、
六
町
四
方
の
地
を
言
い
郷

里
制
の
里
の
如
く
、
戸
数
に
よ
る
癌
分
で
は
な
い
。
し
か
し
條
里
制

も
、
郷
里
制
が
行
わ
れ
て
い
た
時
に
、
既
に
行
わ
．
れ
て
居
り
、
相
異

る
内
容
を
持
つ
二
つ
の
里
制
が
、
同
時
に
行
わ
れ
て
、
ま
ぎ
ら
わ
し

か
っ
た
が
、
併
し
爾
者
が
共
に
行
わ
れ
て
、
い
た
時
の
名
鑑
は
、
郷
里

　
　
｛
1
）

制
の
里
は
春
部
里
と
か
白
和
里
と
「
習
う
如
く
固
有
名
詞
で
呼
ば
れ
、

　
　
　
　
　
　
｛
ゆ
二

審
里
制
の
里
は
八
條
四
里
と
か
十
條
二
里
と
言
う
如
く
軍
に
藪
詞
で

呼
拭
れ
た
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
天
李
勝
賛
以
後
は
、
郷
里
制
の
里

は
最
早
行
政
上
の
単
位
で
は
公
に
は
無
く
な
っ
て
來
た
か
ら
、
段
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
3
）

と
固
有
名
詞
が
條
里
制
の
里
に
附
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
西
南

八
條
五
指
谷
里
と
か
、
西
南
八
條
六
大
谷
里
と
か
、
西
南
七
條
六
琴

　
　
　
　
　
　
我
が
律
令
時
代
の
m
…
鵡
と
郷
と
緯
つ
い
て
（
曾
我
部
）

絃
里
な
ど
の
如
き
名
稻
が
出
來
て
き
た
。
勿
論
一
方
に
は
木
來
の
…
数

詞
で
呼
ぶ
も
の
も
依
然
と
し
て
存
在
は
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ

　
郷
の
も
と
に
あ
っ
た
字
と
も
言
う
べ
き
里
名
が
條
里
制
に
奪
わ
れ

る
に
至
る
と
、
こ
れ
に
代
っ
て
以
前
か
ら
あ
っ
た
村
名
が
壼
面
的
に

復
活
し
、
績
日
本
紀
学
徳
天
皇
淋
護
景
雲
二
年
八
月
庚
申
の
條
に
下

総
國
結
城
郡
小
塩
郷
．
小
嶋
村
、
常
陸
國
新
治
郡
川
曲
郷
学
津
村
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
壬
）

る
を
始
め
と
し
て
、
そ
の
他
の
諸
書
に
も
、
近
江
國
愛
智
郡
大
國
郷

　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
δ
）

高
野
村
と
か
、
紀
伊
國
名
草
郡
眞
川
嘉
酒
部
村
と
か
、
山
城
國
愛
宕

郡
鳥
部
愚
考
原
村
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
郷
の
下
に
村
が
存
在
す
る

よ
う
に
な
っ
て
煮
た
。
叉
績
紀
孝
謙
天
皇
天
石
馬
字
元
年
七
丹
戊
午

（
吋
じ
の
條
㌍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
是
の
日
、
南
院
に
御
し
、
諸
司
並
び
に
京
畿
内
の
百
姓
の
村
長

　
　
以
下
を
蕩
着
し
て
関
し
て
曰
く
去
云
。

と
あ
る
の
や
、
日
本
書
紀
嵯
峨
天
皇
弘
仁
四
年
二
月
戊
串
（
廿
五
）
の

條
に
も
、

　
　
制
す
ら
く
、
稼
を
損
す
る
の
年
は
、
土
民
翠
霞
は
み
な
そ
の
災

　
　
を
被
る
も
，
賑
給
の
日
は
、
俘
困
に
及
ば
す
・
。
　
（
申
嵩
じ
剛
今
よ

　
　
P
以
後
、
宜
し
く
拳
昆
に
准
じ
て
賑
給
の
例
に
預
か
ら
し
む
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閤
礁
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我
が
律
ム
”
時
代
－
の
駆
一
と
郷
と
に
つ
い
て
（
曾
我
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
　
o
　
o

　
　
し
。
但
し
勲
位
の
村
長
及
び
粧
を
給
は
せ
ら
る
る
の
類
は
こ
の

　
　
限
り
に
在
ら
す
。

と
あ
る
な
ど
の
例
に
よ
る
と
、
郷
制
下
の
各
課
で
も
村
長
が
設
け
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
こ
れ
等
は
自
治
的
．
に
選
ば
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
東
南
院
文
書
で
寧
樂
遺
丈
下
巻
輕
濟
編
諸
國

二
二
に
牧
め
ら
れ
て
い
惹
天
功
回
護
二
年
十
月
骨
一
日
越
前
國
司
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
田
雰
に
は
丹
生
郡
椿
原
村
。
西
北
十
八
三
一
野
依
田
里
三
二
葦
原

田
三
段
と
か
白
河
本
東
寺
百
合
丈
書
で
亭
安
遺
丈
第
一
巻
三
三
二
年

十
二
月
の
所
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
右
京
朝
原
學
解
の
田
雰
に
．
は
山
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

國
葛
野
郡
上
林
郷
小
野
村
十
三
條
小
野
田
直
証
十
三
坪
北
山
本
と
か

光
明
寺
古
交
書
で
詩
才
弓
丈
第
二
巻
長
徳
二
年
十
一
月
の
所
に
牧
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ら
れ
て
い
る
伊
三
部
利
光
治
田
自
分
歌
案
に
志
摩
國
答
志
郡
鴨
村
三

む
　
　
　
　
む

三
皇
里
廿
七
小
荒
治
田
な
ど
と
あ
る
諸
例
は
、
郷
制
下
の
村
と
三
里

制
と
の
關
係
を
、
「
よ
く
表
現
し
て
い
る
丈
献
で
あ
る
。

謡
①
正
倉
院
曲
学
に
あ
る
養
老
五
年
や
大
賀
二
年
の
戸
籍
に
現
わ
れ
て
い
る
地

　
　
名
。
同
直
書
は
寧
…
榮
弓
丈
上
巻
政
治
編
戸
騨
靴
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

　
⑨
東
南
二
丈
西
田
に
あ
る
天
占
卜
年
十
一
月
十
九
日
々
附
の
あ
る
東
・
穴
寺
伊
賀

　
　
圃
凹
心
土
瀧
杣
券
に
見
え
る
亀
の
で
、
寧
樂
遺
丈
下
巻
砺
職
濟
儒
綱
顯
m
M
三
田
券
に
牧

蝕
六

　
め
ら
れ
て
い
る
。

③
矢
張
り
東
南
院
文
書
に
あ
る
天
畢
帥
護
二
年
＋
月
廿
一
H
々
附
の
あ
る
越

　
荊
登
司
偬
…
の
田
券
に
ロ
兄
え
る
も
の
で
、
嶽
撃
…
榮
早
朝
下
露
濟
雲
影
岡
田
券
に

　
牧
め
ら
れ
℃
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

④
三
星
鐡
五
二
所
蒔
櫛
丈
灘
自
に
あ
る
瓢
く
長
謡
ル
年
十
月
十
一
日
F
々
附
の
あ
る
近
汀
一

　
m
二
大
閣
郷
野
地
蜜
券
に
…
兄
え
る
」
も
の
で
、
4
出
女
遺
丈
第
一
巻
天
長
晶
ル
和
†
十

　
月
の
所
に
已
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
三
宮
丈
弓
丈
轟
膏
に
あ
る
貞
灘
…
三
礁
∴
一
月
汁
五
H
々
附
の
紀
伊
國
三
川
郷
墾

　
田
一
子
に
附
耀
え
る
も
の
で
、
畢
出
次
遺
山
二
一
一
二
占
皿
蜘
柳
二
年
正
h
月
一
二
月

　
の
灰
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

⑥
三
代
實
録
巻
筆
＋
、
光
孝
天
皇
仁
和
三
年
五
斑
＋
六
H
己
妻
の
條
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
0
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【
内
容
梗
禰
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
理
惣
國
家
論
に
就
て
…
原
随
　
園

北
部
佛
印
の
漁
餌
銅
器
時
代
に
つ
い
て
…
…
…
輪
鞭
原
末
治

束
｛
刀
史
の
彬
邉
と
そ
の
展
開
…
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
・
田
村
・
賀
造

威
　
　
　
儀
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
貝
塚
茂
…
樹

ソ
ロ
モ
ン
王
の
オ
フ
イ
ル
の
譜
面
漁
叩
に
就
て
…
織
田
武
雄

準
幽
女
山
然
の
煽
職
濟
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
柴
田
　
　
磁
鼠

三
國
干
渉
と
英
狽
關
係
…
…
…
…
…
…
・
・
…
中
山
治
一

臨
御
希
望
の
向
は
代
△
阻
を
添
え
小
玉
ま
で
お
由
丁
｝
込
み
’
漆
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
残
部
侮
少
）
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